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春体験ボランティア西東京2006 

春休みにボランティア活動を体験していただくプログラ

ムを開催します。ボランティア活動を通してあたらしい扉

を開いてみませんか？ 

小学生以上でボランティア活動に興味のある方。3月 10日
(土)9:00～17:00（日曜を除く）までに西東京ボランティア
市民活動センターにご本人が直接お越しください。各施設

団体の募集人数になり次第、順次締め切ります。参加費小

学生 200 円、中学生以上 500 円（保険料が別途必要 300
円～1,400円）。西東京ボランティア･市民活動センター（西
東京市田無町 5-5-12）TEL 042-466-3070 
 

ぼらんてぃあパーク 

～えがおで広げるまちづくり～ 

ボランティアによる実行委員が一年かけて計画してきたボラ
ンティアのつどいです。地域で活動を始めたい方も始めている方
も新たな出会いのチャンスです。近くの公園に集まるように気軽
に参加してください。 

 
 

※12:30～視聴覚室前にて受付開始 
田無総合福祉センター2階 視聴覚室(西東京市田無町 5-5-12)  

★ベンチでディスカッション（13:00～14:45） 
   地域で活動している 3名の方に地域活動のきっかけ、体験談、 

活動への想いをお話していただきます。（パネラー紹介参照）  

★ハローパークで地域デビュー（15:00～16:00） 
みなさんは、市内で活動している団体をどのくらい知ってい
ますか？特定非営利活動法人（NPO）やボランティアグループ、
自宅を開放して高齢者支援をしているグループなど市内を中
心に市民活動をしている団体などとみなさんが直接交流する
場です。自分に合った活動を見つけましょう♪ 

★エンディング(16:00～16:30)  

お問合せ：西東京ボランティア･市民活動センター 
     TEL 042-466-3070  FAX 042-466-3555 

『ｱｯ！と思わせる広報紙づくりのコツ 教えます』 

団体の紹介チラシ、施設の機関紙、ニュースなど
を発行している皆さん！参加して、聞いて得する講
座です。広報のあり方とは…。どうしたらわかりや
すく相手に伝わる広報紙になるのかなぁとお悩みの
方はぜひご参加ください。 

3月 20日(火)14:00～16:00田無総合福祉センター第
一会議室（西東京市田無町 5-5-12）講義と演習。講
師:坂口和隆さん（特定非営利活動法人シャプラニー
ル＝市民による海外協力の会理事・事務局長）参加
費 1,000円。3月 15日(木)までに電話または FAXに
て申込み。定員になり次第締め切り。受講決定者は
作っている広報紙を当日 2部持参。 

西東京ボランティア・市民活動センター 
TEL 042-466-3070 FAX 042-466-3555 

西東京ボランティア・市民活動センター運営委員会 

3月 13日(火) 4月 10日(火)19:15～21:00 ※傍聴希望の方は
開始 10分前までにおいでください。西東京ボランティア・市民
活動センター田無活動室（田無総合福祉センター4階） 

【ハローパークで地域デビュー参加団体】東大農場の緑を残す市民の会、グループ友、傾聴ボランティアグループきずな、
民踊でボランティア若鮎芸能連、パペットシアターやん助、子育てネットワークちろりん村、手話の会めだか、あすなろNO２、
エーデルワイス、コミュニティダンスサークルひまわり、田無点訳の会「ともしび」、西東京市日本語ボランティア連絡会、杉の
子会、多文化共生･国際交流センター、NPO一期倶楽部、NPO燦燦会、NPOヒューマンプランニング、てぶくろ、まちかど保
健室、NPOサポートハウス年輪、お気軽みんよう会、金の糸、手芸ボランティアサークルまりも、トウキョウ・ウエスト・ガーデ
ィアンズ、楽笑、らぽーる、NPOそよかぜ、NPO配偶者を失った人たちを支える会・気ままサロン、ロッキー文庫、おうち
サロンひなた、保谷朗読ボランティアの会、ふれあいのまちづくり住民懇談会ふれあい保谷（一部チラシ参加） 

原 隆さん 杉の子会（西東京市地域子ども会）

リーダー 

子どもの野外活動普及と健全な育成を目指す、杉

の子会の活動を 1986 年ごろから行ない現在に至
る。他に国立オリンピック記念青少年総合センター教

育ボランティア、災害救援ボランティア推進委員会、西

東京市田無作業訓練室などでのボランティア活動。

いつも「ボランティアはお互いさま」の気持ちで活動。 

橋本 典子さん 自称「スーパー主婦」 

ふれあいのまちづくり｢わくわく栄｣や育成会さか

えでまちづくりや子どもの教育活動に積極的に取

り組んでいる。トウキョウ・ウェスト・ガーディアンズ（西

東京市防犯ボランティア団体）をはじめとする様々

な防犯活動に参加。FM西東京「ふれあいの扉」で

木曜日ボランティアパーソナリティとして市民へ情報

発信。また｢浅草ま･どんな･こんな｣として市内の

施設で大道芸を披露。 

橋本 潤さん 武蔵野大学 人間関係学部 環境学

科 環境アメニティ専攻 3年 
毎週火曜日に環境問題に配慮した新しいコミュニテ

ィカフェ「うたたね」を伏見通り商店会の協力を得

て、街なかサロンにこにこで運営。学生と住民、

商店主らが気楽に会話を楽しむスペースを提供し

ている。環境同好会エコの民にて地域のごみ拾い

をはじめとする様々な環境活動に参加。 

3月 10日(土) 13:00～16:30 

パネラー紹介 
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1月 21日(日)に災害講演会『東京が大地震に襲われ
たら…』を開催しました。 

被災地ＮＧＯ恊働センター代表の村井雅清さんから

は阪神・淡路大震災後、神戸での復興 12年間の軌跡
と残された課題についてお話いただき、一人ひとり

にあった復興をじっくりと行っていくことの大切さ

と難しさを学びました。 

そして、ＮＰＯ法人災害ボランティアネットワー

ク鈴鹿理事長の南部美智代さんからは、日頃取り組

んでいる「子ども防災サミット」の様子を紹介して

いただき、取り組みを通じて、いろいろな人をつな

げていき、その関係が災害時に活かされるというお

話を聞き、日常の関係作りの大切さを再認識しまし

た。  

会場では家具固定 

や家屋の耐震に関す 

る展示も同時開催。 

阪神・淡路大震災で 

亡くなった方の 87％ 
は圧死であったこと 

を聞いた直後で、安 

全な生活空間をどのようにしたら作れるのか、参加

者はみな熱心に見入っていました。 

三菱東京ＵＦＪ銀行保谷支店では、毎年、地域の市

民活動を応援しようと物品の寄贈をしています。今年

は、西東京市社会福祉協議会に綿菓子製造機を寄贈し

ていただきました。1月 16日(火)の贈呈式後、さっそ
く 1 月 20 日(土)にさざんかクラブ（心身障害児放課
後対策事業）のもちつき会で、寄贈された綿菓子製造 

機を使い綿菓子 

を作り参加した

子ども達に食べ

てもらいました。

当日は、三菱東京

ＵＦＪ銀行保谷

支店長さん他、5
名の社員の方も

応援に駆けつけ、 

綿菓子作り、もちつきに大活躍！子ども達も綿菓子に

列を作って大喜びのひと時でした。三菱東京ＵＦＪ銀

行の皆さん、どうもありがとうございました。 

～治療中に思うこと～最終回【知ってほしいこと】 

3年間という長い期間にわたって、書 
かせていただいた連載も最終回になりま 
した。その間、無菌室で書いたメッセー 
ジなど今読み返して、当時はそんなことを考えていたんだ

なと忘れていたこともありました。苦労している最中はす

ごくいろいろな悩みなどがあっても、悩みが解消されてし

まうとすぐ忘れてしまうのだなと改めて感じました。 
 骨髄バンク、骨髄移植、白血病などの病気とくれば、ド

ラマや小説などでヒロインが亡くなってしまうというイメ

ージとして、「死」を思い浮かべる方が多いのではないかと

思っています。しかし私自身は 22歳で大きな病気になり、
4 年間かかり、最終的に骨髄移植という治療をして、今で
はフルに仕事をできるまで元気になりました。知ってほし

いことはまさにこれです。現実的にたくさんの患者さんが

骨髄移植を受けられて元気になっているという事実です。

治療には時間も負担もかかりますし、簡単なものではあり

ません。ただ白血病や再生不良性貧血などの患者さんも骨

髄移植という治療法、その治療を受けるための「骨髄バン

ク」や「さい帯血バンク」によって助けられています。 
 私は文章がうまくないので、どこまで読者の方に伝わっ

ているかどうかはわかりません。しかし定期的にこういっ

た記事を読むことによって、「骨髄バンク」という単語を思

い出してもらえればと思って書いていました。 
 最後にいろんな方への感謝の気持ちを込めて、ありがと

うございました。 

～平成16年5月からスタートした長島さんの手記は今回で
終了です。長島さん長い間ありがとうございました～ 

ようすけプロジェクト～骨髄バンクを支える学生･市民のネッ

トワーク  http://yosukeproject.fc2web.com/ 
※長島さんは平成 14 年 12 月に骨髄異形成症候群という診断
を受け、平成 17年 10月骨髄移植を受けました。 

◆骨髄移植推進団体（骨髄バンク）は、白血病等の血液難

病に苦しむ人たちを救済するため、善意からの骨髄提供を

仲介、推進するために設立されました。 

   

 

 最新の助成金情報やイベントの開催など発信するた
め「ブログ」を開設しました。ぜひご活用ください。ま
た、ブログに載せる情報も募集しています。イベントや
講座情報など西東京ボランティア･市民活動センターま
でお寄せください。ブログは西東京ボランティア・市民
活動センターホームページよりご覧ください。 
http://www.nishitokyo-vol.jp/ 

 

 
展示の説明を聞く参加者 

 
瞳が輝いています！ 

 

災害講演会 盛況に終わる！ 

ブログ開設 

 

問合せ・ドナー登録 フリーダイヤル 0120-445-445 
http://www.jmdp.or.jp/ 




